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　計画の素案に対する皆さんの
ご意見を募集します。全文は区
ホームページのほか、こうとう
情報ステーション（区役所2階）、
清掃リサイクル課（区役所隣防
災センター6階4番）、清掃事務
所（潮見1-29-7）で閲覧できます。
いただいたご意見や区の考え方
は、後日、区報・区ホームペー
ジに公開します。また、ご意見
に対する個別回答は行いません
ので、ご了承ください。

［意見の募集期間］
12／1（水）～28（火）必着
［意見の提出方法］
①氏名②住所③年齢④ご意見⑤
区外の方は在勤・在学などを記
入し、郵送（区報掲載のはがき
等）・ファクスまたは清掃リサ
イクル課窓口へ。区ホームペー
ジからも提出できます（電話受
付は行いません）。
問▢ 清掃リサイクル課
☎3647-9181、℻5617-5737

▲区民まつりでのごみ収集体験の様子

　区では、平成29年3月に「江東
区一般廃棄物処理基本計画」を
策定しました。その後、清掃リ
サイクル事業を取り巻く状況は
大きく変化し、それに伴う国・東
京都の計画の改定や法整備等に
対応するため計画を改定します。

　改定にあたっては、江東区環
境審議会答申「江東区一般廃棄
物処理基本計画改定に係る当該
基本計画に盛り込むべき考え方
について」の内容を尊重し、計
画の素案をまとめました。

●基本方針は、前計画を踏まえ
つつ、端的で分かりやすいもの
に変更します。
●スローガンは、基本理念・基
本方針を達成するためには一人
ひとりの意識や行動を変えてい
くことが大切であることから
「もったいない、一人ひとりの
行動が、地球を守る、未来を変
える」とします。

●「食品ロスの削減」と「プラス
チックの資源循環」を重点施策
とし、新たに「食品ロス削減推
進計画」を内包する形で策定し
ます。
●新型コロナウイルス感染症に
よる影響や資源化率と5Rの関連
を考慮し、目標値を設定します。
●区民・事業者・区の役割・行
動を具体的に示します。

　区では、5Rによるごみ減量の更なる推進と、ごみを適正に処理
するため、「江東区一般廃棄物処理基本計画」の改定作業を進めて
います。このたび、素案がまとまりましたので、その概要をお知
らせするとともに、パブリックコメント（意見募集）を実施します。

改定の背景

改定のポイント

計画素案の概要は2面に掲載

一般廃棄物処理基本計画　
1・2面

成年後見制度利用促進
基本計画　3・4面

災害廃棄物処理計画　
6・5面

［計画策定スケジュール］
12／1（水） 意見募集開始
12／28（火） 意見募集締切

3月（予定）
区議会への報告
計画策定
区民への公表

※5R：ごみを減らすための、Rではじまる5つの行動
Refuse（リフューズ）ごみになるものを断る
Reduce（リデュース）ごみを発生させない
Reuse（リユース） ものを繰り返し使う
Repair（リペア） ものを修理して使う
Recycle（リサイクル）資源として再生利用する
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江東区一般廃棄物処理基本計画（素案）の全文は、区ホームページ（ホーム→区政情報→広聴→パブリックコメント）からご覧ください。

江東区一般廃棄物処理基本計画（素案）へのご意見を
お聞かせください。
 意見募集締切：12／28（火）必着

氏名

住所

年齢 ₂₀代以下　₃₀代　₄₀代　₅₀代　₆₀代　₇₀代以上
※ いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

江
東
区
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画（
素
案
）意
見
募
集
　1
・
2
面

　国・東京都や国際的な動向など、本区を取り巻く状況の変化に
対応した計画に改定します。［計画期間］令和4年度～13年度（10年
間）。中間年度に計画を見直します。［進捗

ちょく

管理］PDCAサイクル
（事業の点検・評価・見直しを行う仕組み）の手法により、本計画
の目標の達成状況を管理し、事業の透明化を図ります。

　本区が長年苦しめられたごみ問題や清掃負担の公平、中央防波
堤埋立地について記載しています。今後も、ごみの減量とリサイ

クルを推進するよう、他区に対して働きかけていくとともに、23区
で連携・協調し、進めていきます。

　資源・ごみ量等の推移、ごみ処理・リサイクル事業のコストを分
析しています。また、高齢者・外国人を含めた人口増加、ごみの発
生抑制など5Rの課題、埋立処分場の延命、まちの美化の推進、安全
なごみ・資源の収集・回収などの課題を整理し、第2部の具体的施策
へつなげます。

　『江東区基本構想』『江東区長期計画』『江東区環境基本計画』に示さ
れた方向性を実現するため、基本理念、基本方針、スローガンを上
記体系図のように定めます。
　また、5Rの推進には区民・事業者の取り組みが不可欠ですので、
区民・事業者・区の役割について記載しています。

　次のようなごみ減量目標値を掲げ、毎年度、進捗
ちょく

状況を管理します。

　上記体系図のように定めます。「食品ロスの削減」と「プラスチッ
クの資源循環」を重点施策とします。また、新たに「食品ロス削減推
進計画」を内包する形で策定します。食品ロスを減らす基本は、まず
は食材を「使いきる」ことであり、そして作ったものや買ったものを
「食べきる」ことです。このことを、各主体が実施することで食品ロ
スを減らすことができます。プラスチックごみ削減は、リフューズ、
リデュースなどが基本です。

　生活から出る排水を適正に処理するための指針を示します。

第 1部　一般廃棄物処理基本計画策定の背景

第 2部　一般廃棄物処理基本計画

第 1章　基本的な考え方

第 2章　ごみ量の推計と目標値

第 3章　基本方針に基づく具体的施策

第 4章　生活排水処理基本計画

基本指標 1

基本指標 2

基本指標 3

基本指標 4

区民1人あたり1日の資源・ごみの発生量
（令和2年度：656g／人日→令和13年度：561g／人日）

区民1人あたり1日の区収集ごみ量
（令和2年度：480g／人日→令和13年度：391g／人日）

資源化率
（令和2年度：27.2％→令和13年度：30.7％）

大規模建築物事業者の再利用率
（令和2年度：71.73％→令和13年度：74.70％）

〈重点施策 1〉

〈重点施策 2〉

区民・事業者への情報発信など

区民・事業者の自主的な取り組みの促進など

区民・事業者による「ごみになるものを断る」
「ごみを発生させない」取り組みの促進など
区民・事業者による「ものを繰り返し使う」
「ものを修理して使う」取り組みの促進など

区民・事業者によるリサイクルの取り組みの
促進など

適正な排出を促進するための取り組み

適正な処理を促進するための指導など

高齢者等への支援など

適正な中間処理と関係者の連携など

災害廃棄物処理計画の策定など

5Rによるごみ減量の取り組みやごみの適正
処理についての理解の促進

適切な役割分担の下で連携する関係の構築

リフューズ（断る）・リデュース（発生抑制）の
取り組み

リユース（再利用）・リペア（修理）の取り組み

リサイクルの取り組み

家庭ごみの適正排出の推進

事業系ごみの適正処理の推進

効率的で人と環境にやさしい収集運搬

適正な中間処理、最終処分の確保

大規模災害による災害廃棄物の適正処理体制の整備

基本方針1
　区民・事業者・区の情報共有と
連携の強化

基本方針2
　リフューズ・リデュース・リユ
ース・リペアの推進

基本方針3
　環境負荷低減効果を考慮した 
リサイクルの推進

基本方針4
　安全・安心なごみの適正処理

〈基本方針〉

体系図

〈施策の方向性〉 〈具体的施策〉

〈
基
本
理
念
〉

持
続
可
能
な
資
源
循
環
型 

 

地
域
社
会
の
形
成

食品ロスの削減（食品ロス削減推進計画）

プラスチックの資源循環

第 1章　計画の目的・状況の変化等

第 2章　江東区とごみの歴史

第 3章　清掃リサイクル事業の現状と課題
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江東区成年後見制度利用促進基本計画（素案）の全文は、区ホームページ（ホーム→区政情報→広聴→パブリックコメント）からご覧ください。

　
計
画
の
素
案
の
全
文
は
、
区
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、
こ
う
と
う
情
報

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
区
役
所
₂
階
）、
地

域
ケ
ア
推
進
課（
区
役
所
₃
階
₇
番
）、

障
害
者
支
援
課
（
区
役
所
隣
防
災
セ

ン
タ
ー
₂
階
₁₂
番
）、
権
利
擁
護
セ

ン
タ
ー
（
高
齢
者
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
₂
階
）、
保
健
所
、
各
保
健
相
談
所
、

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
各
福
祉
園
、

各
出
張
所
、
豊
洲
特
別
出
張
所
、
各

図
書
館
、
各
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
ご
意
見
や
区
の
考
え

方
は
、
後
日
、
区
報
・
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
公
開
し
ま
す
。
な
お
、
ご
意

見
に
対
す
る
個
別
回
答
は
行
い
ま
せ

ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

﹇
意
見
募
集
期
間
﹈

₁₂
月
₁
日
（
水
）〜
₂₂
日
（
水
）
必
着

﹇
提
出
方
法
﹈

①
氏
名
②
住
所
③
年
齢
④
ご
意
見
⑤

区
外
の
方
は
在
勤
・
在
学
な
ど
を
記

入
し
、
郵
送
（
区
報
掲
載
の
は
が
き

等
）、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
地
域
ケ
ア

推
進
課
窓
口
へ
。
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
提
出
で
き
ま
す
（
電
話
受
付

は
行
い
ま
せ
ん
）。

問▢
地
域
ケ
ア
推
進
課
権
利
擁
護
係

 

☎（
3
6
4
7
）4
3
2
4

 

℻（
3
6
4
7
）3
1
6
5

　
区
で
は
、
令
和
4
〜
7
年
度
を
期
間
と
す
る
「
江
東
区

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画
」
の
策
定
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
計
画
の
素
案
を
作
成
し
ま
し

た
の
で
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
募
集
）
を
実

施
し
ま
す
。

素
案
に
つ
い
て
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

素
案
の
概
要
は

 

裏
面
に
掲
載

今後のスケジュール

12／1（水） ・ 意見募集 
開始

12／22（水）・ 意見募集 
締切

令和4年
3月

・ 区議会へ 
報告

・計画策定
・区民へ公表
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江東区成年後見制度利用促進基本計画（素案）への
ご意見をお聞かせください。
 意見募集締切：12／22（水）必着

氏名

住所

年齢 ₂₀代以下　₃₀代　₄₀代　₅₀代　₆₀代　₇₀代以上
※ いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

計
画
の
趣
旨

　
認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害

等
が
あ
り
、
判
断
能
力
に
支
障
を
き

た
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
困

難
に
直
面
す
る
事
例
が
生
じ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
状
況
に
陥
っ
た
方
や
、

そ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
方
を
地
域
全
体

で
支
え
あ
う
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
、

急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
計
画
は
、
区
に
お
け
る
成
年
後

見
制
度
の
利
用
を
含
む
権
利
擁
護
支

援
体
制
を
充
実
さ
せ
る
取
組
指
針
を

示
す
も
の
で
す
。

成
年
後
見
制
度
と
は

　
成
年
後
見
制
度
は
、
認
知
症
や
、

知
的
障
害
、
精
神
障
害
等
に
よ
り
、

判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
方
の
た

め
に
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し
た
後
見

人
、
保
佐
人
や
補
助
人
（
以
下
「
後

見
人
等
」）が
本
人
の
意
思
を
尊
重
し

つ
つ
、
契
約
や
財
産
管
理
、
身
上
保

護
を
行
う
こ
と
で
、
本
人
の
権
利
の

実
現
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

成
年
後
見
制
度
の
利
用
状
況

　
江
東
区
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
が
、

ど
の
く
ら
い
成
年
後
見
制
度
を
利
用

し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
区
は
東
京

家
庭
裁
判
所
が
集
計
し
た
概
数
に
よ

り
確
認
し
て
い
ま
す
。
こ
の
概
数
に

よ
る
と
、
令
和
₂
年
₁₂
月
の
時
点
で
、

約
7
0
0
人
の
方
が
、
利
用
し
て
い

ま
す
。

成
年
後
見
制
度
の
課
題
と

こ
れ
か
ら
の
権
利
擁
護
支
援

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を
含

む
権
利
擁
護
支
援
の
充
実
を
図
っ
て

い
く
た
め
に
は
、「
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
の
整
備
が
重
要
で
す
。

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
地
域

住
民
と
区
内
の
関
係
機
関
、
医
療
、

福
祉
、
司
法
等
の
分
野
を
こ
え
た
多

職
種
が
有
機
的
に
連
携
す
る
権
利
擁

護
の
支
援
体
制
を
言
い
ま
す
。
区
は
、

次
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
て
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
、
成
年
後
見
制

度
の
利
用
促
進
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

1
　権
利
擁
護
支
援
が
必
要
な
人
の

発
見
・
支
援

　
区
は
、
成
年
後
見
制
度
の
周
知
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
制
度
の
周
知
・
啓
発
に
努
め
て
い

く
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等

に
よ
り
、
本
人
の
判
断
能
力
が
十
分

で
な
く
、
自
ら
支
援
を
求
め
ら
れ
な

い
人
を
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
、
身
近
な
親
族
や
地
域
住

民
、
福
祉
関
係
者
、
医
療
関
係
者
に

成
年
後
見
制
度
を
は
じ
め
と
し
た
権

利
擁
護
支
援
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
き
、
支
援
に
つ
な
げ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

2
　早
期
の
段
階
か
ら
の
相
談
・
対

応
体
制
の
整
備

　
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な
い
方
を

取
り
巻
く
課
題
が
深
刻
化
す
る
前
に
、

早
期
の
段
階
か
ら
権
利
擁
護
支
援
の

必
要
性
を
見
極
め
て
相
談
・
支
援
に

つ
な
げ
て
い
く
た
め
に
は
、
支
援
の

ニ
ー
ズ
や
課
題
に
気
づ
き
や
す
い
介

護
事
業
者
や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
が
、
長
寿
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

等
と
緊
密
に
連
携
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
し
て
、
権
利
擁
護
支
援
に

あ
た
っ
て
は
、
専
門
的
判
断
も
重
要

と
な
る
た
め
、
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

（
※
）や
、
後
見
人
等
と
し
て
現
場
を

支
え
て
い
る
弁
護
士
・
司
法
書
士
・

社
会
福
祉
士
の
よ
う
な
専
門
職
団
体

や
区
の
関
係
各
課
と
も
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
幅
広
い
相
談
体
制
の
充
実

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー
を
体
制
強
化

し
「
中
核
機
関
」
と
し
ま
す
。
整
備

時
期
は
今
後
調
整
し
ま
す
。

3
　意
思
決
定
支
援
・
身
上
保
護
を

重
視
し
た
成
年
後
見
制
度
の
運
用
に

資
す
る
支
援
体
制
の
構
築

　
本
人
が
自
分
ら
し
い
生
活
を
送
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
後
見
人
等
が
本

人
の
意
思
決
定
支
援
を
行
い
、
本
人

の
意
思
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
そ

の
心
身
の
状
態
お
よ
び
生
活
の
状
況

等
を
踏
ま
え
た
身
上
保
護
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し
て
、

後
見
人
等
が
そ
の
よ
う
な
後
見
事
務

を
継
続
的
か
つ
安
定
的
に
行
っ
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
で
後
見
人
等
を

支
援
す
る
体
制
を
構
築
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

運
営
方
針

1
　本
人
を
後
見
人
と
と
も
に
支
え

る
「
チ
ー
ム
」
に
よ
る
対
応

　
権
利
擁
護
支
援
が
必
要
な
人
に
つ

い
て
、
そ
の
状
況
に
応
じ
、
本
人
に

身
近
な
親
族
や
福
祉
・
医
療
・
地
域

の
関
係
者
に
法
的
な
権
限
を
持
つ
後

見
人
等
が
加
わ
る
形
で
「
チ
ー
ム
」

と
し
て
か
か
わ
る
体
制
づ
く
り
を
進

め
ま
す
。
そ
し
て
、「
チ
ー
ム
」
が
協

力
し
て
日
常
的
に
本
人
を
見
守
り
、

本
人
の
意
思
や
状
況
を
で
き
る
限
り

継
続
的
に
把
握
し
、
対
応
す
る
仕
組

み
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

2
　成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
協
議

会
の
設
置
お
よ
び
運
営

　「
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
協
議

会
」（
以
下
「
協
議
会
」）
は
、
成
年
後

見
等
開
始
の
前
後
を
問
わ
ず
、「
チ

ー
ム
」
に
対
し
法
律
・
福
祉
の
専
門

職
団
体
や
関
係
機
関
が
必
要
な
支
援

を
行
え
る
よ
う
、
各
地
域
に
お
い
て
、

専
門
職
団
体
や
関
係
機
関
が
連
携
体

制
を
強
化
し
、
自
発
的
に
協
力
す
る

体
制
づ
く
り
を
進
め
る
合
議
体
で
す
。

　
協
議
会
の
事
務
局
は
中
核
機
関

（
中
核
機
関
が
で
き
る
前
に
は
区
）が

務
め
ま
す
。

3
　地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
中

核
機
関
の
体
制
構
築

　
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備

し
、
協
議
会
を
適
切
に
運
営
し
て
い

く
た
め
に
は
、
そ
の
中
核
と
な
る
機

関
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
区
は
、
こ
の
中
核
機
関
の
体
制
を

構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
ケ
ー
ス
に
対

応
で
き
る
法
律
・
福
祉
等
の
専
門
知

識
を
蓄
積
さ
せ
な
が
ら
、
中
核
機
関

が
地
域
に
お
け
る
連
携
・
対
応
強
化

の
推
進
役
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

ま
す
。

誰
も
が
成
年
後
見
制
度
を
利

用
し
や
す
く
す
る
基
盤
整
備

1
　区
長
申
立
て

　
成
年
後
見
人
は
、
申
立
人
が
家
庭

裁
判
所
に
審
判
を
求
め
て
選
任
さ
れ

ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
認
知
症
、
知
的

障
害
、
精
神
障
害
等
を
抱
え
て
い
る

た
め
、
自
分
で
申
立
て
が
で
き
な
い

人
で
、
身
近
な
親
族
は
す
で
に
亡
く

な
っ
て
い
る
、
あ
る
い
は
親
族
が
い

て
も
交
流
が
無
く
、
頼
れ
な
い
等
の

事
情
が
あ
り
、
申
立
人
を
確
保
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

場
合
に
は
江
東
区
長
が
申
立
人
に
な

っ
て
申
立
て
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
　成
年
後
見
人
の
報
酬
助
成

　
成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
家
庭
裁
判
所
へ
の
申
立
費
用

や
、
後
見
人
報
酬
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

　
区
で
は
、
区
内
に
住
所
を
有
す
る

認
知
症
、
知
的
障
害
、
精
神
障
害
等

に
よ
り
、
判
断
能
力
が
十
分
で
は
な

い
方
で
、
か
つ
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
こ
と
、
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る

低
所
得
者
で
費
用
の
負
担
が
困
難
で

あ
る
方
に
対
し
て
、
申
立
費
用
と
後

見
人
報
酬
の
助
成
を
行
う
成
年
後
見

制
度
利
用
支
援
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

計
画
の
推
進

　
区
は
、
地
域
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
体
制
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
成

年
後
見
制
度
利
用
や
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
等
、
権
利
擁
護
支
援
体
制

を
充
実
さ
せ
る
取
り
組
み
を
行
い
ま

す
。
そ
し
て
、
区
民
の
誰
も
が
取
り

残
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域
で
安
心

し
て
共
に
暮
ら
し
て
い
く
、
地
域
共

生
社
会
づ
く
り
に
貢
献
し
、
そ
の
実

現
に
資
す
る
よ
う
計
画
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

事
業
お
よ
び
進
捗ち

ょ
く

の
管
理

　
本
計
画
の
対
象
期
間
は
、
江
東
区

地
域
福
祉
計
画
と
同
じ
令
和
₄
〜
₇

年
度
と
し
、
令
和
₇
年
度
に
作
成
す

る
次
期
計
画
に
お
い
て
江
東
区
長
期

計
画
の
計
画
期
間
と
の
整
合
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
各
年
度
に
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
協
議
会
を
開
催
し
て
報
告

を
行
う
も
の
と
し
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に
か
か

る
事
業
に
つ
い
て
は
、
江
東
区
高
齢

者
地
域
包
括
ケ
ア
計
画
や
江
東
区
障

害
者
計
画
に
お
い
て
、
事
業
の
計
画

お
よ
び
進
捗ち

ょ
く
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。

江
東
区
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
基
本
計
画（
素
案
）意
見
募
集
　3
・
4
面
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（
き
り
と
り
線
）

（
き
り
と
り
線
）

江東区災害廃棄物処理計画（素案）の全文は、区ホームページ（ホーム→区政情報→広聴→パブリックコメント）からご覧ください。

江東区役所 〒135‒8383 東陽 4－11－28 ☎ 3647－9111（代）  令和 3 年（2021年）12月 1 日

江東区災害廃棄物処理計画（素案）へのご意見を
お聞かせください。
 意見募集締切：12／28（火）必着

氏名

住所

年齢 ₂₀代以下　₃₀代　₄₀代　₅₀代　₆₀代　₇₀代以上
※ いただいた個人情報は、本パブリックコメント以外

の目的には使用しません。

第 1章　総則

計画の目的と基本的事項
1	計画の目的
　災害廃棄物の適正かつ円滑な処
理の実施を目指します。
2	計画の位置づけ
　廃棄物の処理及び清掃に関する
法律の基本的な方針に基づき、国
が策定する災害廃棄物対策指針を
踏まえながら、東京都災害廃棄物
処理計画や区の関連計画等と整合

性を図ります。
3	各主体の役割
4	基本的な考え方
　東京都災害廃棄物処理計画で示
された基本方針（下表のとおり）を
基に策定します。
5	計画の見直し
　本計画の実効性を高めるために、
関連法令・計画の改正があった場
合などに適宜見直しを行います。
6	処理期間
　過去の災害の記録から処理期間
は3年以内と設定します。

対象とする災害と被害想定
○ 本計画は地震災害、風水害を対

象としています。
○ 被害想定については、江東区地

域防災計画と同様に平成24年4
月に公表された「首都直下型地
震等による東京の被害想定」（東
京都防災会議）のうち、最も被
害が大きく見込まれているもの
です（下表のとおり）。

○ 本計画で対象とする廃棄物は災
害がれき、取り扱いに配慮が必
要な廃棄物、生活に伴う廃棄物
です。

応急対策期（約1か月～3か月）
○ 初動期からの継続的な被災状況

の集約を行うとともに、建物や
インフラの被災状況、避難所の
開設状況、廃棄物処理の進捗

ちょく

な
どの情報を集約し、必要に応じ
て廃棄物の発生量の推計値を見
直します。

○ 下表の内容を記載した、「災害
廃棄物処理実行計画」を策定し
ます。

○ 初動期の内容に追加して、災害
復旧に向けた具体的な情報を区
民・事業者へ提供するとともに、
仮置場の設置状況に変更があっ
た場合等を合わせて広報し、十
分な周知を行います。

○ 一次仮置場の利用状況に応じ、
二次仮置場の必要性を検討しま
す。

○ 被災建築物について、国の通知
等で補助金の対象について確認
し、公費解体の受付及び工事を
行います。

○ 国に対して、災害廃棄物処理事
業等補助金の申請を検討します。

災害復旧・復興期（約4か月以降）
〇 被災状況の集約や廃棄物処理の

進捗
ちょく

など、応急対策期から引き
続き行う対応に加え、処理の完
了に向けた仮置場の閉鎖及び現
状復旧の準備や記録の作成など
を行います。

〇 応急対策期に作成した、災害廃
棄物処理実行計画の見直しを行
います。

第 2章　災害廃棄物対策

平常時（発災前）
○ 平常時より、目的に沿った本計

画の策定及び見直しを適宜行い
ます。

○ 災害時に円滑な連絡体制や共同
処理体制を築くための体制を確
立します。

○ 災害廃棄物発生量の推計や処理
方法などの対応策の検討、仮置
場についてレイアウトや管理運
営方法、必要面積の算出などを
行い、発災時の早期処理開始に
向けた体制を整備します。

○ 災害廃棄物の推計量や処理方法
等を環境イベントや各媒体等を
通じて周知・啓発を行います。

初動期（発災後約1か月）
○ 発災後、速やかに庁内体制及び

関係主体との連絡・連携体制の
整備と被災状況の集約を開始し
ます。

○ 発災直後からがれきなどの廃棄
物の処理が必要となるため、処
理体制の構築及び仮置場の設置
・運営を早急に行います。

○ 廃棄物発生量の推計について情
報収集を継続的に行い、適宜更
新します。

○ 各種媒体を活用し、廃棄物の分
別方法や仮置場の利用方法など
について、区民・事業者に周知
を行います。

▲ 令和元年9月、千葉県館山市の 
災害廃棄物を収集する様子

1． 災害廃棄物処理実行計画の
策定の趣旨

　・計画の目的
　・計画の位置づけと内容
　・計画の期間
　・計画の見直し
2． 被害状況と災害廃棄物の量
3． 災害廃棄物処理の基本方針
　・基本的な考え方
　・処理期間
　・処理の推進体制
4． 災害廃棄物の処理方法
　・被災家屋の解体
　・災害廃棄物の処理フロー
　・災害廃棄物の集積
　・災害廃棄物の選別
　・災害廃棄物の処理・処分
　・広域処理
　・進捗管理

災害廃棄物処理実行計画の内容
（例）

基本方針
①計画的な対応・処理
　災害廃棄物発生量、道路や施設の被災状況や処理能力等を逐次把握した
上で、計画的に処理を行う。
②リサイクルの推進
　膨大な量の災害廃棄物の発生が見込まれる中、徹底した分別と選別によ
り可能な限りリサイクルを推進し、埋立処分量の削減を図る。再資源化し
たものは復興資材として有効活用する。
③迅速な対応・処理
　早期の復旧・復興を図るため、時々刻々と変化する状況に対応しながら
迅速な処理を行う。
④環境に配慮した処理
　混乱した状況下においても、環境に配慮し、適正処理を行う。
⑤衛生的な処理
　悪臭、害虫の発生等を考慮し、衛生処理を図る。
⑥安全の確保
　住宅地での解体作業や仮置場での搬入、搬出作業において周辺住民や処
理従事者の安全の確保を徹底する。
⑦経済性に配慮した処理
　公費を用いて処理を行う以上、最少の費用で最大の効果が上がる処理方
法を可能な限り選択する。

想定地震：東京湾北部地震

全
壊
棟
数

ゆれ（木造） 6,731棟

ゆれ（非木造） 1,195棟

液状化 84棟

半
壊
棟
数

ゆれ（木造） 6,804棟

ゆれ（非木造） 2,489棟

液状化 4,676棟

火災焼失棟数 3,536棟

避難者数 233,762人

上水道（断水率） 76.5％

下水道（管渠
きょ

被害率） 27.9％

江
東
区
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画（
素
案
）意
見
募
集
　6
・
5
面
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令和 3年（2021年）12月 1 日
江東区ホームページ　https://www.city.koto.lg.jp
　　　　　　　　　　https://www.city.koto.lg.jp/m（携帯）

（
き
り
と
り
線
）

（
き
り
と
り
線
）

▲平成27年9月　関東・東北豪雨、茨城県常総市の仮置場
出典：災害廃棄物対策フォトチャンネル（http://kouikishori.env.go.jp/photo_channel/h27_suigai/detail/?id=KT-00-02-032&rtp=search&p=3&od=asc）

　計画の素案に対する皆さんの
ご意見を募集します。全文は区
ホームページのほか、こうとう
情報ステーション（区役所2階）、
清掃リサイクル課（区役所隣防
災センター6階4番）、清掃事務
所（潮見1-29-7）で閲覧できます。
いただいたご意見や区の考え方
は、後日、区報・区ホームページ
に公開します。また、ご意見に
対する個別回答は行いませんの
で、あらかじめご了承ください。
［意見の募集期間］
12／1（水）～28（火）必着
［意見の提出方法］
①氏名②住所③年齢④ご意見⑤

区外の方は在勤・在学などを記
入し、郵送（区報掲載のはがき
等）・ファクスまたは清掃リサ
イクル課窓口へ。区ホームペー
ジからも提出できます（電話受
付は行いません）。
問▢ 清掃リサイクル課
☎3647-9181、℻5617-5737

　区では、東日本大震災や熊本地震、各地での台風や豪雨など、近年
頻発している巨大な災害で発生する、「災害廃棄物」の適正かつ円滑な
処理を実施するために「江東区災害廃棄物処理計画」の策定作業を進め
ています。このたび、計画の概要をお知らせするとともに、パブリッ
クコメント（意見募集）を実施します。

　災害廃棄物処理計画とは、自らが被災することを想定し、平時の
備え（体制整備等）や発生した災害廃棄物を適正かつ円滑・迅速に処
理するための災害応急対策、復旧・復興対策等対応に必要な事項を
取りまとめたものです。具体的には、災害廃棄物の仮置場の設置及
び運用方針、生活ごみや避難所ごみ、仮設トイレのし尿等を含めた
処理体制、周辺の地方公共団体との連携協力事項や受援体制等につ
いて示します。

素案に対するご意見をお寄せください

災害廃棄物処理計画とは

計画素案の概要は5面に掲載

12／1（水） 意見募集開始
12／28（火） 意見募集締切

3月（予定）
区議会への報告
計画策定
区民への公表

［計画策定スケジュール］
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